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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イグニッションスイッチがオンの状態であり、かつ減速していない状態の時に、所定時
間前照灯の光量を減少させることを特徴とする自動二輪車用灯火装置の点灯方法。
【請求項２】
　前記光量を減少させたときに、前記前照灯を消灯する請求項１に記載の自動二輪車用灯
火装置の点灯方法。
【請求項３】
　前記所定時間は、エンジンの回転数に基づいて決定される請求項１～２のいずれかに記
載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法。
【請求項４】
　前記前照灯の光量の減少は、１０～２００Ｈｚで行われる請求項１～３のいずれかに記
載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法。
【請求項５】
　エンジンの出力から発電を行うマグネトおよび／または該マグネトにより発電された電
力が充電されるバッテリよりなる電力源と、
　該電力源からの電力により点灯するライトと、
　該ライトに入力される該電力源からの電力を制御する制御手段と、
を有する自動二輪車用灯火装置において、
　該制御手段は、イグニッションスイッチがオンの状態であり、かつ減速していない状態
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の時に、所定時間前照灯の光量を減少させることを特徴とする自動二輪車用灯火装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動二輪車の灯火装置の点灯方法およびそれを用いた自動二輪車用灯火装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、自動二輪車においては、夜間だけでなく昼間も前照灯を点灯するようになってき
ている（常時点灯）。自動二輪車では、マグネト（発電装置）やバッテリからの電力によ
り前照灯などのライトが点灯している。特に、自動二輪車では、マグネトで発電された電
力がバッテリを介して前照灯に常に供給されている。
【０００３】
　自動二輪車においては、常時点灯のため、常にマグネトで発電を行っている。マグネト
での発電は、エンジンの出力の一部を電力に替えるものである。つまり、自動二輪車では
、エンジンにおいて発生した出力の一部が電力に変換されており、出力の全てを自動二輪
車の走行に用いることができなくなっていた。すなわち、エンジン出力のロスが発生して
いた。
【０００４】
　また、バッテリには、常にライトに電力を供給するための放電とマグネトからの電力の
充電という負荷が加わっている。この結果、バッテリの寿命が短くなっていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記実状に鑑みてなされたものであり、エンジン出力のロスを抑えることがで
きる自動二輪車用灯火装置の点灯方法および自動二輪車用灯火装置を提供することを課題
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明者は自動二輪車用灯火装置の点灯方法および自動二輪
車用灯火装置について検討を重ねた結果、本発明をなすに至った。
【０００７】
　すなわち、本発明の請求項１に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、イグニッシ
ョンスイッチがオンの状態であり、かつ減速していない状態の時に、所定時間前照灯の光
量を減少させることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の請求項２に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、請求項１に記載の点灯
方法において、光量を減少させたときに、前照灯を消灯することを特徴とする。
【０００９】
　本発明の請求項３に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、請求項１～２のいずれ
かに記載の点灯方法において、所定時間は、エンジンの回転数に基づいて決定されること
を特徴とする。
【００１０】
　本発明の請求項４に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、請求項１～３のいずれ
かに記載の点灯方法において、前照灯の光量の減少は、１０～２００Ｈｚで行われること
を特徴とする。
【００１１】
　本発明の請求項５に記載の自動二輪車用灯火装置は、エンジンの出力から発電を行うマ
グネトおよび／またはマグネトにより発電された電力が充電されるバッテリよりなる電力
源と、電力源からの電力により点灯するライトと、ライトに入力される電力源からの電力
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を制御する制御手段と、を有する自動二輪車用灯火装置において、制御手段は、イグニッ
ションスイッチがオンの状態であり、かつ減速していない状態の時に、所定時間前照灯の
光量を減少させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の請求項１に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法では、自動二輪車の前照灯
の発光量を調節している。発光量を調節することで、自動二輪車の稼働時に前照灯の発光
に要求される電力量を減少させることができる。この結果、前照灯の点灯に要求されるエ
ンジンの負荷が減少し、走行時等にエンジンの出力のロスが抑えられる。
【００１３】
　本発明の請求項２に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、前照灯の発光量を減少
させたときに消灯をしている。前照灯を完全に消灯することで、消灯時にはエンジンの負
荷がなくなり、エンジンの出力のロスが抑えられる。
【００１４】
　本発明の請求項３に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法では、エンジンの回転数か
ら発光量を減少する時間を決定しており、発光量を減少させる時間を決定するための装置
を自動二輪車に新たに付加する必要がなくなっている。さらに、エンジンの回転数に基づ
いて、発光量を減少させるタイミングを決定することも可能となる。
【００１５】
　本発明の請求項４に記載の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、前照灯の光量の減少を
１０～２００Ｈｚで行うことで、運転者の視認性を確保でき、自動二輪車での安全な走行
に支障を生じることなく、減光することができる。
【００１６】
　本発明の請求項５に記載の自動二輪車用灯火装置では、制御手段により自動二輪車の前
照灯の発光量を調節している。制御手段が発光量を調節することで、前照灯の発光に要求
される電力量を減少させることができる。この結果、前照灯の点灯に要求されるエンジン
の負荷が減少し、走行時等にエンジンの出力のロスが抑えられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法は、自動二輪車の前照灯を点灯させたときの
点灯方法である。そして、本発明の点灯方法は、イグニッションスイッチがオンの状態で
あり、かつ減速していない状態の時に、前照灯の発光量を減少させる。
【００１８】
　一般的な自動二輪車では常時点灯が仕様となっており、イグニッションスイッチがオン
となると自動二輪車の前照灯が発光する。つまり、本発明において、イグニッションスイ
ッチがオンの状態とは、自動二輪車の前照灯のスイッチがオンの状態を示す。
【００１９】
　そして、本発明の点灯方法では、自動二輪車が減速していない状態の時に、前照灯が発
光する発光量を減少させる。前照灯の発光量は、前照灯に入力される電力量に依存する。
つまり、前照灯に入力される電力量が減少すると、前照灯の発光量が減少する。換言する
と、前照灯の発光量を減少させることにより、前照灯に入力される電力量が減少する。そ
して、自動二輪車においてはマグネトで発生した電力がバッテリを介して前照灯に供給さ
れており、前照灯に入力される電力量を小さくすることで、マグネトが発生する（発生す
べき）電力量が減少する。つまり、マグネトが電力を発生するためのエンジンの出力量が
減少する。エンジン全体の出力量は、スロットルなどにより決定されており、マグネトの
ためのエンジン出力分を、自動二輪車の走行等に用いることができる。つまり、エンジン
出力のロスを低減できる。このように、本発明の点灯方法では、前照灯の点灯に要求され
るエンジンの負荷が減少し、走行時等にエンジンの出力のロスが抑えられる。
【００２０】
　また、本発明の点灯方法は、自動二輪車が減速しているときには、前照灯の点灯状態が
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維持される。前照灯が点灯しているときには、前照灯の点灯のためにエンジンの出力の一
部が電力に変換されている。そして、減速時に前照灯が点灯されることで、エンジンの出
力の一部が電力に変換されることで、自動二輪車の前進に使われるエンジンの出力を低減
できる。この結果、本発明の点灯方法では、安全に自動二輪車を減速できる効果も発揮す
る。
【００２１】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、前照灯の発光量を減少させるとき
の発光量の減少量（減少割合）は、視認性を確保できる量（割合）であれば、特に限定さ
れるものではない。
【００２２】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、前照灯の発光量を減少させるとき
は、自動二輪車が減速状態にある時以外は、特に限定されるものではない。つまり、加速
状態、定速走行状態、停止状態のいずれでもよい。
【００２３】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、前照灯の発光量を減少させるとき
に前照灯を消灯することが好ましい。前照灯を消灯することで、エンジンの負荷がなくな
り、走行時等にエンジンの出力のロスが抑えられる。
【００２４】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、前照灯の発光量を減少させる長さ
や間隔は、自動二輪車の運転者の視認性を確保できる時間であれば、特に限定されるもの
ではない。前照灯の発光量を減少させる長さや間隔の決定は、特に限定されるものではな
く、タイマー装置を用いたり、自動二輪車の稼働状態から決定することができる。
【００２５】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、所定時間は、エンジンの回転数に
基づいて決定されることが好ましい。エンジンの回転数に基づいて所定時間（前照灯を減
光する時間）を決定することで、所定時間の決定のために新たな装置を自動二輪車に付加
する必要がない。ここで、自動二輪車自身がエンジンの回転数を常に検出しており、この
検出結果を所定時間の決定に利用できる。
【００２６】
　エンジンの回転数は、直接エンジンの回転数を直接検知するだけでなく、エンジンの回
転に依存して動作する装置から検知しても良い。エンジンの回転数を検知するエンジンに
依存する装置（あるいは検知信号）としては、たとえば、エンジンに接続された発電機か
らの信号、イグニッション信号、点火装置のＣＤＩ（キャパシタディスチャージイグニッ
ション）のキャパシタの充電量が所定の充電量となったときの信号などをあげることがで
きる。
【００２７】
　本発明の自動二輪車用灯火装置の点灯方法において、前照灯の発光量の減少は、減光し
ない状態と減光した状態とを所定時間毎に繰り返すことが好ましい。前照灯の光量の減少
は、１０～２００Ｈｚで行われることが好ましい。光量の減少がこれらの範囲内となるこ
とで、自動二輪車の運転者の視認性を確保しつつエンジン出力のロスを低減できる。発光
量の変化が１０Ｈｚ未満の周期で行われると、運転者の視認性が低下する。また、２００
Ｈｚを超えると、前照灯の寿命が短くなるようになる。
【００２８】
　本発明の自動二輪車用灯火装置は、上記の点灯方法を実現できる灯火装置である。
【００２９】
　すなわち、本発明の自動二輪車用灯火装置は、エンジンの出力から発電を行うマグネト
および／またはマグネトにより発電された電力が充電されるバッテリよりなる電力源と、
電力源からの電力により点灯するライトと、ライトに入力される電力源からの電力を制御
する制御手段と、を有する。
【００３０】
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　そして、制御手段が、イグニッションスイッチがオンの状態であり、かつ減速していな
い状態の時に、所定時間前照灯の光量を減少させる。
【００３１】
　自動二輪車が減速していないときの判定は、エンジンの回転数やブレーキレバーの作動
状態から判定することができる。
【実施例】
【００３２】
　以下、具体的な実施例を用いて本発明を説明する。
【００３３】
　（実施例）
　本実施例の自動二輪車用灯火装置１は、マグネト２、バッテリ３、制御装置４、前照灯
５、ブレーキセンサ６、車速センサ７、ＣＤＩセンサ８を備えている。本実施例の自動二
輪車用灯火装置１の構成を図１に示した。
【００３４】
　マグネト２は、自動二輪車のエンジンの出力を電力に変換する（発電する）。バッテリ
３は、マグネト２で発電された電力を充電するとともに前照灯５を発光するための電力を
放電する。制御装置４は、前照灯５に供給される電力のオン・オフを行うスイッチ部４０
と、ＣＤＩ６およびブレーキ７からの信号が入力されスイッチ部４０の制御を行う演算部
４１とを、備えている。演算部４１は、本実施例では二輪車に搭載されたＥＣＵである。
前照灯５は、自動二輪車の進行方向前方を照射するライトである。ブレーキセンサ６は、
ブレーキレバーのオン・オフを検知するセンサであり、このセンサ６からの信号が制御装
置４の演算部４１に入力される。車速センサ７は、自動二輪車の速度を検知するセンサで
あり、このセンサ７からの信号が制御装置４の演算部４１に入力される。ＣＤＩセンサ８
は、自動二輪車の点火装置の一部を構成するＣＤＩに組み付けられたセンサである。ＣＤ
Ｉは、キャパシタに蓄えた電気を発火タイミングに合わせて点火コイルに放電する装置で
ある。ＣＤＩセンサ８の構成を図２に示した。ＣＤＩセンサ８は、ＣＤＩのキャパシタの
電圧を検知し、一定の電圧以上となったとき（本実施例では満充電されたとき）に充電を
停止する信号を発するセンサである。また、ＣＤＩセンサ８の信号が制御装置４の演算部
４１に入力される。
【００３５】
　本実施例の自動二輪車用灯火装置１は、マグネト２において発電された電力がバッテリ
３に充電され、バッテリ３からの電力により前照灯５が発光する。制御装置４が前照灯５
に供給される電力を制御することで、前照灯５の発光が制御される。制御装置４は、ブレ
ーキセンサ６および車速センサ７からの信号が演算部４１に入力され、自動二輪車が減速
中でない状態の時に、スイッチ部４０を制御して前照灯５を点滅させる。
【００３６】
　以下に、本実施例の自動二輪車用灯火装置１の前照灯５の点灯制御をより具体的に説明
する。本実施例の自動二輪車用灯火装置１の点灯の制御のフローチャートを図３に示した
。
【００３７】
　まず、イグニッションスイッチがオンとなり、自動二輪車および自動二輪車用灯火装置
１が稼働する。このとき、ライトのスイッチもオンとなる。
【００３８】
　制御装置４の演算部４１には、ブレーキセンサ６のブレーキレバーのオン・オフ信号お
よび車速センサ７からの車速信号が入力されている。演算部４１では、入力された信号か
ら自動二輪車が減速中であるか否かの判定を行う。
【００３９】
　具体的には、まず、ブレーキセンサ６の信号からブレーキレバーがオンであるかオフで
あるかの判定を行う。そして、ブレーキレバーがオンの状態であるときに、車速センサ７
の信号から自動二輪車が走行中であるか停止中であるか否かの判定を行う。このとき、ブ
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レーキレバーがオンの状態であり、かつ停止中でないときには、自動二輪車が減速中であ
ると判定する。また、ブレーキレバーがオンの状態であり、かつ停止中でないときには、
減速中であると判定する。また、ブレーキレバーがオフの状態の時に、車速センサ７の信
号から自動二輪車が走行中であるか減速中（エンジンブレーキ中）であるか否かの判定を
行う。
【００４０】
　そして、制御装置４の演算部４１は、自動二輪車が減速中であると判定したときには、
スイッチ部４０を制御して前照灯５の点灯状態を維持する。演算部４１が、自動二輪車が
減速中でないと判定したときには、スイッチ部４０を制御して前照灯５を点滅させる。
【００４１】
　前照灯５の点滅は、制御装置４の演算部４１がスイッチ部４０をオン・オフ制御させる
ことでなされる。スイッチ部４０のオン・オフ制御は、図４に示したように、前照灯５に
供給される電力が矩形波をなすようになされる。
【００４２】
　演算部４１によるスイッチ部４０のオン・オフ制御は、ＣＤＩセンサ８からの信号に基
づいて行われる。具体的には、ＣＤＩセンサ８からの信号が演算部４１に入力されると、
点灯あるいは消灯の切り替えを行う。ここで、ＣＤＩセンサ８は、点火コイルに放電され
る電気を蓄えるコンデンサの充電量（本実施例では満充電されたとき）に基づく信号を発
するセンサであり、その信号の周期はエンジンの回転数に依存している。このことから、
本実施例の自動二輪車用灯火装置１では、スイッチ部４０によるオン・オフ制御の間隔は
、エンジンの回転数に依存したものとなっている。
【００４３】
　本実施例の自動二輪車用灯火装置１では、減速時以外の状態の時に自動二輪車の前照灯
５を点滅させるものとなっている。つまり、本実施例の灯火装置１では、前照灯５を間欠
的に消灯している。前照灯５を消灯しているときには、マグネト２が発電をしなくてもよ
く、エンジンの出力をマグネト２が変換しなくなっている。つまり、前照灯５が消灯して
いるときには、エンジンの出力の全てを自動二輪車の走行などに用いることができ、エン
ジンの出力のロスが抑えられている。このように、本実施例の灯火装置１では、前照灯５
の点灯に要求されるエンジンの負荷が減少し、走行時等にエンジンの出力のロスが抑えら
れている。
【００４４】
　さらに、本実施例の灯火装置１では、自動二輪車が減速しているときには、前照灯５の
点灯状態が維持される。前照灯５が点灯しているときには、前照灯５の点灯のためにエン
ジンの出力の一部が電力に変換されている。そして、減速時に前照灯５が点灯されること
で、エンジンの出力の一部が電力に変換され、自動二輪車の前進に使われるエンジンの出
力を低減できる。この結果、本実施例の灯火装置１では、安全に自動二輪車を減速できる
。
【００４５】
　なお、本実施例では、ＣＤＩセンサ８を介して得られるエンジンの回転数に基づいて点
滅の間隔が決定されている。このため、エンジンの回転数が高回転である場合には、点滅
の周期がかなり短くなり、視認性が低下するおそれが生じる。このような場合には、演算
部４１において一部の信号をキャンセルしてスイッチ部４０のオン・オフ制御の間隔を確
保する。一部の信号をキャンセルするためのタイマーをもうける構成としてもよい。
【００４６】
　（変形形態）
　上記の実施例では制御装置４のスイッチ部４０による前照灯５に供給される電力の制御
は、電力（電圧）の変化の波形が矩形波をなしていたが、電力（電圧）の変化の波形がな
めらかな波形をなすように行ってもよい。
【００４７】
　たとえば、図５に示した三角波や、図６に示したサイン波をなすように、前照灯５に供
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給される電力量を制御してもよい。
【００４８】
　前照灯５に供給される電力量を徐々に変化させる制御を行うと、上記の実施例の時と同
様な効果を発揮するだけでなく、さらに、前照灯５の電圧変化がなめらかになり、前照灯
５の寿命が低下しにくくなる効果を発揮する。
【００４９】
　（他の変形形態）
　また、上記の実施例では前照灯５を点灯状態と消灯状態とを繰り返して点滅させていた
が、点灯状態と減光状態とを繰り返す制御を行っても良い。たとえば、図７に示した矩形
波をなすように、前照灯５に供給される電力量を制御してもよい。
【００５０】
　図７に示した制御を行うと、上記の実施例の時と同様な効果を発揮するだけでなく、さ
らに、前照灯５の電圧変化がなめらかになり、前照灯５の寿命が低下しにくくなる効果を
発揮する。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】実施例の自動二輪車用灯火装置の構成を示した図である。
【図２】ＣＤＩセンサの構成を示した図である。
【図３】実施例の自動二輪車用灯火装置の点灯方法のフローチャートである。
【図４】実施例の自動二輪車用灯火装置の点灯時の電圧制御の波形を示した図である。
【図５】実施例の自動二輪車用灯火装置の点灯時の電圧制御の波形を示した図である。
【図６】実施例の自動二輪車用灯火装置の点灯時の電圧制御の波形を示した図である。
【図７】実施例の自動二輪車用灯火装置の点灯時の電圧制御の波形を示した図である。
【符号の説明】
【００５２】
　　１：自動二輪車用灯火装置
　　２：マグネト
　　３：バッテリ
　　４：制御装置　　　　　　　　　　　４０：スイッチ部
　　４１：演算部
　　５：前照灯
　　６：ブレーキセンサ
　　７：車速センサ
　　８：ＣＤＩセンサ
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